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コ
ロ
ナ
禍か

の
中
、
各
地
で
は
模も

索さ
く

・
工
夫

を
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
相
撲
も
例
外
で
は
な
く
、

伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
様
々
な
努
力
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難か

た

く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
伝
統
の
中
で
、
江
東
区
内
に
は

大
相
撲
を
支
え
た
伝
統
工
芸
の
技
術
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
一
つ
に
化け

粧し
ょ
う

廻ま
わ

し
の
製
作
技
術
が
あ

り
ま
す
。
化
粧
廻
し
は
、
関
取
が
土
俵
入
り

の
時
に
着
け
る
も
の
で
す
。
そ
の
様
々
な
意い

匠し
ょ
うを

見
る
こ
と
も
土
俵
入
り
の
楽
し
み
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前ま

え

垂だ

れ
に
あ
し
ら
わ

れ
た
模
様
は
刺し

繍し
ゅ
うで

表
現
さ
れ
、
同
色
で
も

濃
淡
を
変
え
た
糸
を
使
う
な
ど
、
繊せ

ん

細さ
い

な
刺

繍
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

行ぎ
ょ
う

司じ

が
用
い
る
軍ぐ

ん

配ば
い

は
、
指さ

し

物も
の

の
技
術
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
物
と
は
、
棒
と
板
と

を
し
っ
か
り
組
み
合
わ
せ
て
精せ

い

巧こ
う

な
木
工
品

を
作
る
技
術
で
す
。
軍
配
は
、
ひ
ょ
う
た
ん

型
や
卵
型
が
あ
り
、
板
と
柄
と
を
組
み
合
わ

せ
て
製
作
さ
れ
ま
す
。
注
文
に
よ
っ
て
は
漆う

る
し

を
塗ぬ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
力
士
が
は
く
寸
法
の
大
き
な
足た

袋び

も
区
内
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
江
東
区
の
無
形
文
化
財
（
工
芸

技
術
）
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
保
持
者
の

死
去
に
よ
り
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で

は
受
け
継
が
れ
て
い
る
技
術
も
あ
り
ま
す
。

次
頁
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○相撲を支える伝統の技
相撲呼出し裁着袴

○地域の記憶③
砂町の「講」を探る

○【資料紹介】
水産講習所冬木町養魚地（試験池）の絵葉書

○江戸の町内探訪⑯
　諸　町
○区外史料調査拾い読み

海辺大工町の津山藩抱屋敷　その3
○中川船番所資料館　特別展
　「渋沢栄一と江東 

〜実業家栄一揺籃の地〜」
○お知らせ

　令和3年度 江東区伝統工芸展の
日程変更について

相撲を支える伝統の技

化粧廻し化粧廻し

軍配軍配 相撲呼出し裁着袴相撲呼出し裁着袴

相撲呼出し相撲呼出し

裁着袴裁着袴
たったっ つけつけ ばかまばかま



伝
統
工
芸
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裁
着
袴
と
は
？

裁
着
袴
は
「
山や

ま

袴ば
か
ま」

に
分
類
さ
れ
る
タ
チ

ツ
ケ
の
一
種
で
す
。
タ
チ
ツ
ケ
は
、
筒
が
極

め
て
細
く
、
ケ
マ
ワ
シ
（
裾す

そ

ま
わ
り
の
寸
法
）

が
一
幅
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
膝ひ

ざ

以
下
（
ハ
ギ
）
が
細
く
、
紐ひ

も

で
結
ぶ
か
、
ま

た
は
コ
ハ
ゼ
掛
け
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

タ
チ
ツ
ケ
は
、
本
来
民
間
で
着
用
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
後
武
士
が
狩し

ゅ

猟り
ょ
う 

の

際
に
は
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代

の 

享
き
ょ
う

保ほ
う

年
間
（
1
7
1
6
〜
36
）
に
武
士

の
間
で
廃す

た

れ
る
と
、
再
び
民
間
で
着
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（『
嬉き

遊ゆ
う

笑
し
ょ
う

覧ら
ん

』
2
上
）。

享
保
2
年
（
1
7
1
7
）
12
月
の
町ま

ち

触ぶ
れ

で

は
、
将
軍
が
鷹た

か

狩が

り
で
御お

成な

り
の
節
に
は
、

出
迎
え
す
る
名
主
は
「
羽は

織お
り

袴は
か
ま」、

家
主
は

「
羽は

織お
り

立た
ち

付つ
け

」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
影
響
を
受
け
た
も
の
か
、
相
撲
の
行

ぎ
ょ
う

司じ

が
タ
チ
ツ
ケ
を
廃
し
た
の
も
享
保
期
で
し

た
（『
嬉
遊
笑
覧
』
4
）。
以
上
か
ら
、
こ
の

頃
に
呼よ

び

出だ

し
が
タ
チ
ツ
ケ
（
裁
着
袴
）
を
は

く
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。大

相
撲
の
呼
出
し
は
、
取
組
の
際
に
力

士
を
呼
び
上
げ
た
り
、
土
俵
ま
わ
り
を
整
え

た
り
す
る
な
ど
様
々
な
仕
事
を
務
め
ま
す
の

で
、
動
き
や
す
い
裁
着
袴
は
理
に
か
な
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
な
お
、
裁
着
袴
は
大
関

や
横
綱
に
昇
進
し
た
関
取
か
ら
呼
出
し
（
定

員
45
人
）
に
贈
ら
れ
ま
す
。

裁
着
袴
の
今
昔

江
戸
時
代
後
期
の
呼
出
し
が
は
く
裁
着
袴

は
、
腰こ

し

板い
た

が
な
く
、
膝
か
ら
下
を
紐
で
結
ぶ

形
式
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
左
の
絵
で
し
ゃ

が
ん
で
い
る
呼
出
し
の
袴
を
見
る
と
足
首
を

紐
で
結
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
裁
着
袴
は
腰
板
を
付
け
て
お
り
、

腰
板
に
は
贈
っ
た
関
取
の
し
こ
名
が
、
裏
に

は
呼
出
し
の
名
が
刺し

繍し
ゅ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。
裾

は
、
足
首
の
紐
を
無
く
し
て
、
コ
ハ
ゼ
で
留

め
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
和

裁
で
は
一
般
的
に
型
紙
を
用
い
ま
せ
ん
が
、

個
人
の
体
形
に
合
わ
せ
る
た
め
に
型
紙
を
用

い
る
の
も
特
徴
で
す
。

受
け
継
が
れ
る
技
術

現
在
、
裁
着
袴
は
新
大
橋
の
富
永
和
裁
所

で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
、
そ
の
技
術
は
「
相

撲
呼
出
し
裁
着
袴
製
作
」
と
し
て
、
平
成
25

年
に
江
東
区
の
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
技
術
の
保
持
者
に
認

定
さ
れ
て
い
る
富と

み

永な
が

皓ひ
ろ
しさ

ん
（
昭
和
10
年
生
）

は
、
和
裁
仕
立
業
を
営
ん
で
い
た
父
親
の
清せ

い

吉き
ち

さ
ん
（
明
治
34
年
生
）
に
つ
い
て
和
裁
を

学
び
ま
し
た
。

富
永
家
が
裁
着
袴
に
関
わ
っ
た
の
は
清
吉

さ
ん
か
ら
で
、
昭
和
35
年
頃
に
呼
出
し
の
寛か

ん

吉き
ち

さ
ん
の
依
頼
を
受
け
た
呉
服
屋
か
ら
注
文

さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
皓
さ
ん
は
、

清
吉
さ
ん
を
手
伝
い
、
37
歳
頃
か
ら
は
本
格

的
に
製
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
皓
さ
ん
か
ら
技
術
を
受
け

継
い
だ
娘
の
山や

ま

口ぐ
ち

由ゆ

紀き

さ
ん
が
製
作
を
一
手

に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
な
お
由
紀
さ
ん
も

令
和
2
年
に
保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
と
工
夫

清
吉
さ
ん
は
、
渡
さ
れ
た
見
本
を
ほ
ぐ
し

て
作
り
方
を
調
べ
、
ま
た
寛
吉
さ
ん
の
助
言

を
も
ら
い
な
が
ら
型
紙
を
作
り
ま
し
た
。
見

本
は
、
腰
板
が
付
き
、
膝
下
と
足
首
を
紐
で

し
ば
る
形
で
し
た
が
、
清
吉
さ
ん
は
足
首
の

紐
を
や
め
て
コ
ハ
ゼ
留
め
と
し
た
見
本
を
作

り
、
寛
吉
さ
ん
の
了
解
を
得
た
上
で
製
作
を

始
め
ま
し
た
。
当
初
、
サ
イ
ズ
は
大
、
中
、

小
の
三
つ
で
し
た
が
、
後
に
テ
レ
ビ
映う

つ

り
が

悪
い
と
の
こ
と
か
ら
個
人
の
体
形
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
足
首
の

太
さ
、
す
ね
の
長
さ
な
ど
、
呼
出
し
全
員
の

寸
法
を
控ひ

か

え
て
い
ま
す
。

作
る
際
に
は
、
格か

っ

好こ
う

が
良
く
見
え
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
と
く
に
ふ
く
ら
は
ぎ
か
ら

足
首
に
か
け
て
は
、
コ
ハ
ゼ
で
ぴ
っ
た
り
と

留
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
洗
い
を
繰く

り
返
す
と

糸
が
切
れ
て
し
ま
う
た
め
に
、
近
年
で
は
絹き

ぬ

糸い
と

か
ら
木
綿
糸
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

生
地
は
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
木
綿
（
唐と

う

桟ざ
ん

）

か
ら
ウ
ー
ル
に
変
わ
り
、
最
近
は
化か

繊せ
ん

が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
化
繊
の
場
合
、
生
地
が

戻
り
や
す
い
の
で
前ま

え

身み

頃ご
ろ

の
ヒ
ダ
を
付
け
る

の
が
大
変
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
時
代
に
合
わ
せ
て
工
夫
を

積
み
重
ね
な
が
ら
相
撲
を
支
え
る
伝
統
の
技

は
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員 

栗
原 

修
）

相す

撲も
う

呼よ
び

出だ

し
裁

た
っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

相撲錦絵（国立国会図書館デジタルコレクション）

前後
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地
域
の
記
憶
③

砂
町
の
「
講
」
を
探
る

現
在
の
砂
町
地
域
に
は
、
富
士
講
、
庚
申

講
、
稲
荷
講
、
出
羽
三
山
講
、
大
師
講
な
ど

複
数
の
「
講
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
述
す

る
諸
記
録
や
『
江
東
区
民
俗
調
査
報
告
書
』

（
以
下
『
報
告
書
』）
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

な
ど
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、講
と
は
、

「
神
社
、
仏
閣
へ
の
参
詣
や
奉
加
、
寄
進
な
ど

を
す
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
信
者
の
団
体
。

伊
勢
講
、稲
荷
講
、大
師
講
な
ど
の
類
。
講
中
。

講
社
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に

講
は
、
信
仰
を
も
と
に
結
束
さ
れ
た

人
々
で
あ
る
講
員
が
集
う
「
場
」
を

指
し
示
め
し
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で

食
事
や
酒
宴
を
催
す
な
ど
の
娯
楽
性

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

講
は
、
先せ

ん

達だ
つ

・
講
元
・
世
話
人
か

ら
な
る
三
役
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
先
達
は
、
講
員
を
率
い
る
宗
教

的
指
導
者
で
あ
り
、
講
元
は
講
の
財

政
を
司
り
、
世
話
人
は
講
員
の
勧
誘

と
講
金
の
集
金
役
を
務
め
ま
し
た
。

三
役
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
講
員

は
、
定
期
的
に
講
員
の
家
に
集
ま
り
、

講
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
講
員
は
、

畑
作
を
中
心
と
し
た
農
業
と
漁
業
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
の
特
定
の

講
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
講
に
参
加
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

以
下
、
か
つ
て
砂
町
地
域
で
行
わ
れ
て
い

た
い
く
つ
か
の
講
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

砂
村
大
師
講

『
日
本
民
俗
大
辞
典
』（
以
下
『
大
辞
典
』）

に
よ
る
と
、
弘
法
大
師
を
信
仰
す
る
大
師
講

は
、
真
言
宗
が
信
仰
さ
れ
る
地
域
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
全
国
津
々
浦
々
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
村
落
や
組
の
行
事
と
し
て
営

ま
れ
、
3
月
21
日
の
正

し
ょ
う

御み

影え
い

供く

（
空
海
の
入

に
ゅ
う

定じ
ょ
う

日
に
行
う
法
要
）
に
は
、
寺
参
り
や
農
作

業
を
休
み
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

砂
村
大
師
は
、
真
言
宗
智
山
派
薬
光
山
持

宝
院
（
北
砂
4
）
の
別
称
で
す
。
江
戸
時
代

の
宝
暦
（
1
7
5
1
〜
6 

4
）
か
ら
天
明

（
1
7
8
1
〜
8 

9
）
の
頃
よ
り
「
厄
除
け

大
師
」
と
し
て
広
く
信
仰
を
あ
つ
め
ま
し
た
。

こ
の
信
仰
の
も
と
に
結
成
さ
れ
た
の
が
砂
村

大
師
講
で
す
。

明
治
後
半
に
作
成
さ
れ
た
砂
村
大
師
講
の

講
員
名
簿
に
は
、
講
員
の
姓
名
の
ほ
か
講
の

活
動
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
を
見

て
い
く
と
、
砂
村
の
各
字
（
八
郎
右
衛
門
新

田
・
砂
村
新
田
字
大
野
・
大
字
中
田
新
田
・

大
字
大
塚
新
田
）
の
「
有
志
」
が
、
毎
年
春

秋
の
農
閑
期
に
平へ

い

間け
ん

寺じ

（
川
崎
大
師
）
に
参

詣
し
て
講
員
の
「
災
厄
消
除
寿
命
長
久
」
と

「
家
運
隆
昌
子
孫
繁
栄
」
を
祈
願
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

境
内
に
は
、
天
保
10
年（
1
8
3
9
）に
再

建
さ
れ
た
、
神
田
講
中
奉
納
の「
厄
除
弘
法
大

師
持
宝
院
」、
元
治
元
年（
1
8
6
4
）、
深
川

三
間
町
の
2
名
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た「
弘
法

大
師
」と
刻
ま
れ
た
標
柱
な
ど
が
大
師
信
仰
に

関
す
る
石
造
物
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
村
稲
荷
講
―
四し

じ
ゅ
っ
ち
ょ
う
こ
う

十
町
講
―

砂
村
稲
荷
は
、
昭
和
42
年
（
1
9
6
7
）、

千
葉
県
習
志
野
市
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
跡

地
（
南
砂
3
）
に
は
小
祠
が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。『
神
社
明
細
帳
』
に
よ
る
と
、
万

治
2
年
（
1
6
5
9
）
に
行
わ
れ
た
新
田

開
発
の
際
に
、
砂
村
新
田
の
鎮
守
と
し
て
創

建
さ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。
文
化
・
文
政
期

（
1
8
0
4
〜
2 

9
）
よ
り
、
疝せ

ん

気き

（
下
半
身

の
病
、
主
に
腹
痛
）
に
霊
験
が
あ
る
「
砂
村

の
疝
気
稲
荷
」
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
社
で
す
。

大
正
期
か
ら
戦
前
に
か
け
て
作
成
さ
れ

た
砂
村
稲
荷
の
講
で
あ
っ
た
四
十
町
講
に
お

け
る
講
員
名
簿
と
支
出
明
細
が
残
さ
れ
て
お

り
、
講
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
十
町
（
東
砂
6
）
は
、
明
治
44
年

（
1
9
1
1
）
に
八
郎
右
衛
門
新
田
か
ら
改

称
さ
れ
た
字
名
で
す
。
四
十
町
講
は
、
字

四
十
町
、
大
野
耕
地
の
人
々
が
参
加
し
た
講

で
あ
り
、
正
月
を
除
い
た
毎
月
14
日
と
15
日

に
、
講
員
が
宿
を
持
ち
回
り
、
集
ま
っ
て
念

仏
を
唱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
（『
報
告
書
』）。
さ
ら
に
四
十
町
講
の
存

在
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
天
祖
神
社
（
東

砂
6
）
の
境
内
に
「
四
十
町
講
中
碑
」
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

出
羽
三
山
講

出
羽
三
山
講
は
、
山
形
県
（
出
羽
国
）
中

央
部
に
聳そ

び

え
立
つ
月
山
、
湯
殿
山
、
羽
黒
山

を
対
象
と
し
た
信
仰
で
す
。『
大
辞
典
』
に

よ
る
と
、
同
県
近
辺
で
は
祖
霊
信
仰
的
性
格

が
強
く
、
遠
方
で
は
農
耕
神
的
性
格
が
強

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
賀
岡
八
幡
宮

（
南
砂
6
）
に
は
、
文
政
2
年
（
1
8
1
9
）

と
昭
和
9
年
（
1
9
3
4
）
に
奉
納
さ
れ
た

二
基
の「
出
羽
三
山
碑
」が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）



水
産
講
習
所冬木

町
養
魚
地（
試
験
池
）の
絵
葉
書

資料
紹介

4

今
回
ご
紹
介
し
ま
す
資
料
は
、
水す

い

産さ
ん

講こ
う

習し
ゅ
う

所じ
ょ

が
発
行
し
た
絵
葉
書
で
す
（
印
刷
は
東
京

浜は
ま
ち
ょ
う町

三
光
文
堂
／
①
）。
同
講
習
所
は
、
明

治
22
年
（
1
8
8
9
）
1
月
に
京
橋
区
木こ

挽び
き

町
2
︱
14
（
現
中
央
区
銀
座
3
︱
14
）
に
仮

設
立
さ
れ
た
大
日
本
水
産
会
水
産
伝
習
所
を

前
身
と
し
ま
す
。
明
治
23
年
（
1
8
9
0
）

に
芝
区
三み

田た

四し

国こ
く

町ま
ち

15
（
現
港
区
芝
4
︱

1
）
に
移
転
し
、
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）

3
月
に
は
官
立
の
水
産
教
育
機
関
と
し
て
農

商
務
省
水
産
講
習
所
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
明
治
35
年
（
1
9
0
2
）
に
は
深
川
区

越
中
島
の
商
船
学
校
の
東
隣
（
現
江
東
区
越

中
島
2
︱
1
）
に
移
転
し
ま
す
。
戦
後
、
農

林
省
第
一
水
産
講
習
所
、
東
京
水
産
大
学
と

い
う
よ
う
に
組
織
改
編
と
移
転
を
経へ

て
、
昭

和
29
年
に
同
大
学
が
現
港
区
港
南
4
︱
5
に

移
転
し
ま
す
。
平
成
15
年
に
同
大
学
が
東
京

商
船
大
学
と
統
合
し
、
東
京
海
洋
大
学
と
な

り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

本
絵
葉
書
の
左
下
端
に
は
「
第
十
七
回
創

立
紀
念
」
と
印
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正

3
年
（
1
9
1
4
）
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
背
景
に
は
レ
ン
ガ
状
の
文
様

と
ど
ん
ぐ
り
状
の
実
が
つ
い
た
樹
木
、
水
を

湛た
た

え
た
構
造
物
の
中
に
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
魚
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
右
下
に
は
「
養よ

う

殖し
ょ
く

科
冬

木
町
養
魚
地
」
と
印
字
さ
れ
た
写
真
（
②
）

が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は
も
と
も
と

山
林
局
所
管
で
大
日
本
水
産
会
が
設
置
し
て

い
た
深
川
区
冬
木
町
養
魚
試
験
池
（
人
造
池
）

で
、
明
治
39
年
（
1
9
0
6
）
に
水
産
講
習

所
の
所
管
と
な
り
ま
し
た
。
同
地
は
大
正
10

年
（
1
9
2
1
）
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
講
習

所
は
本
科
漁ぎ

ょ

撈ろ
う

科
・
同
製
造
科
・
同
養
殖
科

の
3
科
に
分
か
れ
、
同
池
は
養
殖
科
の
管か

ん

轄か
つ

で
実
習
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
地
の
敷
地
は
、
深
川
区
冬
木
町
7
・
8
番

地
（
現
江
東
区
冬
木
9
の
全
域
お
よ
び
同

8
・
10
・
14
〜
16
・
20
〜
22
の
一
部
）
に
所

在
し
、『
水
産
講
習
所
一
覧 

自
大
正
7
年
至

8
年
』（
農
林
省
水
産
講
習
所
、
大
正
8
年

／
以
下
『
一
覧
』）
に
よ
れ
ば
総
面
積
は
約

3
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
池
の
面
積
は
約
2
・

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
し
、
敷
地
北
の
仙
台
堀

川
（
野
口
橋
付
近
）
か
ら
取
水
し
て
い
ま
し

た
。『
一
覧
』
所
収
の
平
面
図
「
深
川
養
魚

試
験
池
」（
③
）
の
凡
例
を
見
る
と
、
1
〜

12
の
池
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
、
西

端
は
冬
木
弁
天
堂
の
境
内
際
ま
で
迫
っ
て
い

ま
し
た
。
②
の
撮
影
地
点
や
方
向
等
は
不
明

で
す
が
、
護
岸
の
一
部
は
板
を
横
に
渡
し
、

丸
杭
に
よ
っ
て
土ど

留ど

め
を
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

試
験
地
で
は
淡
水
養
殖
を
し
て
お
り
、『
一

覧
』
の
「
養
殖
試
験
部
（
淡
水
養
殖
試
験
）」

の
項
に
よ
れ
ば
、「
鯉
卵
ノ
孵ふ

化か

試
験
」
を

実
施
し
、「
鯉
児
日
本
種
五
萬
四
千
尾
、
独

逸
（
ド
イ
ツ
）
種
八
千
尾
」
を
民
間
に
払
い

下
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、

「
し
ら
す
鰻（
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
）ノ
池
中
飼
育
」

お
よ
び
「
養
魚
の
餌
料
ニ
関
ス
ル
試
験
」
を

大
正
6
年
度
に
続
き
実
施
し
て
い
た
が
、
大

正
7
年
9
月
下
旬
の
洪
水
に
よ
り
池
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
魚
の
半
数
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
記
述
も
見
え
ま
す
。　

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

①絵葉書「第十七回創立記念」

②「養殖科冬木町養魚地」※①の部分アップ

③「深川養魚試験池」
（『水産講習所一覧 自大正7年至8年』所収

／国立国会図書館ウェブサイトから転載）

④冬木町養魚地の範囲（推定）

野口橋（跡）

仙台堀川冬木弁天堂

平
久
川
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町ち
ょ
う

も
ろ

江
戸
の
町
内
探
訪
⑯

5

今
回
は
、
諸
町
（
現
、
永
代
1
）
を
取
り

上
げ
ま
す
。
幕
末
の
「
本
所
深
川
絵
図
」
を

見
る
と
南
に
相
川
町
（
飛
地
）、北
に
冨
吉
町
、

西
に
正
源
寺
、
東
は
堀
割
を
挟
ん
で
中
嶋
町

に
向
か
い
合
う
狭
小
な
町
で
し
た
。
こ
の
町

の
歴
史
に
つ
い
て
、
江
戸
後
期
成
立
の
『
町ま

ち

方か
た

書か
き

上あ
げ

』（
以
下
『
書
上
』）
を
中
心
に
紹
介

い
た
し
ま
す
。

「
諸
」
と
い
う
町

諸
町
は
深ふ

か

川が
わ

猟り
ょ
う

師し

町ま
ち

八
ヶ
町
の
一
つ
で
、

他
の
猟
師
町
と
と
も
に
寛
永
6
年（
1
6
2
9
）

に
開
発
さ
れ
た
と
の
由
緒
を
も
ち
ま
す
。
そ
の

由
緒
に
は
、
当
初
の
町
名
は
開
発
者
の
名
前

を
と
っ
て
「
彦
左
衛
門
町
」
で
し
た
が
、
元

禄
8
年
（
1
6
9
5
）
に
実
施
さ
れ
た
幕
府

の
検け

ん

地ち

（
土
地
調
査
）
を
境
に
、
諸
町
に
改

め
た
と
あ
り
ま
す（『
寛
永
録
』壱
）。
し
か
し
、

寛
文
11
〜
13
年
（
1
6
7
1
〜
7 

3
）「
新

板
江
戸
外
絵
図
」、
延
宝
3
年
（
1
6
7
5
）

「
江
戸
全
図
」
に
は
「
ム
ロ
丁
」、
同
8
年

（
1
6
8
0
）『
江え

戸ど

方ほ
う

角が
く

安あ
ん

見け
ん

図ず

』
に
も
「
む

ろ
丁
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
、
地
元
で
は
元

禄
検
地
以
前
か
ら
そ
の
町
名
が
一
般
化
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
町
名
を
「
諸
」

に
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、『
書
上
』
に
開

発
者
彦
左
衛
門
の
「
家
名
」（
姓
）
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

町
の
規
模

元
禄
検
地
に
伴
い
作
成
さ
れ
た
検
地
帳

を
も
と
に
、
猟
師
町
八
ヶ
町
の
土
地
を
表
1

に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
諸
町

は
屋
敷
地
の
み
で
河
岸
地
も
な
く
、
面
積
が

最
も
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

1
3
0
年
余
り
後
の
『
書
上
』
に
は
、
そ
の

広
さ
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
町
の
規

模
は
総
坪
数
1
1
1
8
坪
4
合
、
広
さ
は

現
在
の
長
さ
で
南
北
が
1
1
1
m
余
、
東

西
が
35
m
ほ
ど
で
し
た
（
表
2
）。
町
内

地
先
に
は
河か

岸し

地ち

が
あ
り
、
そ
の
内
に
は

長
さ
38
間
余
（
約
69
m
）、
幅
2
間
（
3
・

6
m
）、
坪
数
53

坪
余
の
物
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。ち

な
み
に
、
そ

こ
は
幕
府
の
土
地

で
、
文
政
7
年

（
1
8
2
4
）
よ

り
冥

み
ょ
う

加が

金き
ん

と
し
て

1
坪
に
つ
き
銀
1

分
を
納
め
て
い
ま

し
た
。
河
岸
地
全

体
の
規
模
は
不
明

で
す
が
、
物
置
を

差
し
引
い
た
残
り

は
、
南
北
が
41
m
ほ
ど
、
東
西
は
31
m
余

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
町
の
実
質
的

な
居
住
可
能
な
空
間
は
、
か
な
り
の
狭
さ

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

河
岸
と
居
住
者

『
書
上
』
に
よ
れ
ば
、
狭
小
の
町
と
は
い

え
、
家
主
（
大
家
）
6
人
、
地じ

借が
り

1
人
、
店た

な

借が
り

68
人
の
居
住
者
が
お
り
、
そ
れ
以
外
に

「
明あ

き
店だ

な

」（
空
い
た
店
）
11
軒
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
数
字
を
見
る
限
り
、
圧
倒
的
に
店

借
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ

し
、
河
岸
地
や
物
置
の
存
在
は
、
町
内
に
商

売
や
流
通
に
関
わ
る
人
が
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
ま
す
。
事
実
、
幕
末
期
の
『
諸し

ょ

問ど
ん

屋や

名な

前ま
え

帳ち
ょ
う』

に
は
、
脱だ

っ

穀こ
く

し
て
玄げ

ん

米ま
い

や
白
米
に
す
る

舂し
ょ
う

米ま
い

屋や

の
越
後
屋
万
蔵
（
小
兵
衛
店
）、
炭

薪
仲
買
の
上
総
屋
清
次
郎
、
三
浦
屋
倉
次

郎
、
板
木
屋
の
幸
次
郎
（
杢
五
郎
店
）、
さ

ら
に
は
大だ

い

工く

道ど
う

具ぐ

打う
ち

物も
の

問ど
ん

屋や

の
伊
勢
屋
政
五

郎
（
家
持
）
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
不
明
の
2
名
を
除
く
と
、
2
名
が
店
借
、

1
名
が
自
分
持
ち
の
家
で
商
い
を
し
て
い
ま

し
た
。
店
借
に
は
長
屋
の
居
住
者
だ
け
で
な

く
、
往お

う

来ら
い

に
面
し
た
店た

な

を
借
り
て
商
売
を
す

る
、
い
わ
ゆ
る
表
店
借
も
い
ま
し
た
。

深
川
猟
師
町
の
一
ケ
町
と
し
て
成
立
し
た

当
町
も
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
流
通
、

そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
商あ

き
な

い
が
見
ら
れ
る
町
へ

と
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

本所深川絵図（部分）　 が諸町
国立国会図書館デジタルコレクション

表 1　元禄 8 年（1695）猟師町屋敷地・河岸地一覧表

町名 屋敷地 河岸地 計
清住町 8反4畝20歩 4畝 9歩 8反8畝29歩
佐賀町 3町 　5畝23歩 8反5畝20歩 3町9反1畝13歩
相川町 7反6畝19歩 3反4畝19歩 1町1反1畝 8歩
熊井町 5反 　 4歩 2反1畝15歩 7反1畝19歩
冨吉町 7反5畝23歩 ー 7反5畝23歩
諸　町 3反6畝11歩 ー 3反6畝11歩
大嶋町 1町 　2畝21歩 3反1畝13歩 1町3反4畝 5歩
黒江町 2町8反8畝 8歩 ー 2町8反8畝 8歩

『寛永録』壱（東京都公文書館蔵）により作成

表 2　『町方書上』に見る町の間数（田舎間）

方角 間数 現在の長さ（約）

南北
間口　　61間3尺5寸 111m余
裏幅　　57間1尺9寸 103m余

東西
南裏行　19間4尺9寸 35m余
北裏行　17間4尺8寸 32m余

史料では、「東西」と「南北」が逆になっている。
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海
辺
大
工
町
と
は

こ
こ
で
は
、
文ぶ

ん

政せ
い

11
年
（
1
8
2
8
）
に

町
が
書
上
げ
、
幕
府
が
編へ

ん

纂さ
ん

し
た
『
町ま

ち

方か
た

書か
き

上あ
げ

』
を
通
し
て
、
抱
屋
敷
が
あ
っ
た
海
辺
大

工
町
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

同
町
は
、
隅
田
川
の
東
側
に
位
置
し
た
た

め
、
幕
府
代
官
が
支
配
す
る
海
辺
新
田
と
い

う
村
で
し
た
。
し
か
し
、
元げ

ん

和な

末
か
ら
寛か

ん

永え
い

初
め
の
頃
（
1
6
2
0
年
代
頃
）
に
小
名
木

川
が
掘
り
立
て
ら
れ
る
と
、
奥お

く

川か
わ

船ぶ
ね

（
北
関

東
か
ら
の
荷
船
）
の
着
船
場
（
湊
町
）
に
取

立
て
て
ほ
し
い
と
幕
府
代
官
の
伊
奈
半
左
衛

門
に
願
い
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
願
い
が
認
め

ら
れ
る
と
、
武
家
や
寺
院
の
上あ

げ

地ち

、
払
地
等

を
購
入
し
、
町
を
広
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

同
町
に
は
数
ヶ
所
の
飛と

び

地ち

が
成
立
し
、
そ
れ

ぞ
れ
「
万
年
橋
続
里
俗
上
町
分
」「
同
町
東

続
里
俗
仲
町
」
な
ど
の
俗ぞ

く

称し
ょ
う（

地
元
の
呼
び

名
）
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
抱
屋
敷
は
上
町
分
の
南
に
隣
接
し

て
位
置
し
、
屋
敷
門
の
幅
は
6
間け

ん

5
寸す

ん

（
約

1
1
m
）、
門
の
先
に
は
同
じ
く
6
間
5
寸

の
河か

岸し

地ち

が
あ
り
ま
し
た
。

町
名
は
、
海
辺
新
田
と
い
う
村
の
内
に
成

立
し
た
こ
と
か
ら
、
海
辺
町
や
海
辺
大
工
町

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
一
説
に
は

船ふ
な

方か
た

稼か
せ

ぎ
や
船
大
工
が
多
か
っ
た
た
め
と
も

い
わ
れ
、
書
上
げ
た
文
政
当
時
、
そ
の
由
来

は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
町
の
発
展
に
と
も
な
い
、
正

し
ょ
う

徳と
く

3
年
（
1
7
1
3
）
閏う

る
う

5
月
に
江
戸
市
中
に

編
入
さ
れ
る
と
、
江
戸
周
辺
の
編
入
地
域
に

見
ら
れ
る
、
土
地
は
代
官
、
人
は
江
戸
町
奉

行
が
支
配
す
る
「
両

り
ょ
う

支し

配は
い

」
が
展
開
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
村
で
あ
り
町
で
も
あ
っ

た
同
町
側そ

ば

に
抱
屋
敷
は
存
在
し
ま
し
た
。

深
川
屋
敷
の
年
貢

海
辺
大
工
町
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る
土

地
も
代
官
支
配
で
し
た
の
で
、
抱
屋
敷
か
ら

も
年ね

ん

貢ぐ

が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
米

で
は
な
く
金
銭
で
し
た
。『
日
記
』
の
文ぶ

ん

化か

3
年
（
1
8
0
6
）
6
月
8
日
の
項
に
は
、

屋
敷
の
出
銀
（
出
費
）
に
つ
い
て
4
項
目
に

分
け
た
記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、

ま
ず
万
年
橋
側
に
あ
っ
た
辻つ

じ

番ば
ん

所し
ょ

組く
み

合あ
い

（
同

2
9
0
号
）
の
運
営
費
分
担
金
（
金
2
両
1

分
と
銀
2
匁
6
分
4
厘
6
毛
）、
次
に
屋
敷

地
に
懸
か
る
年
貢
金
（
金
1
両
1
分
）、
年

貢
を
納
め
る
た
め
の
経
費
（
2
0
0
文
）、

最
後
に
3
月
の
大
火
で
の
御
用
人
足
の
分
担

金
（
7
9
0
文
）
で
し
た
。
こ
の
う
ち
辻
番

所
組
合
の
運
営
費
と
年
貢
金
は
毎
年
の
こ
と

で
し
た
。
翌
4
年
7
月
5
日
に
は
、
年
貢
金

や
村
の
諸
経
費
に
関
す
る
藩
の
大お

お

目め

付つ
け

か
ら

の
通
達
が
記
さ
れ
て
お
り
、
年
貢
金
が
秋あ

き

成な
り

1
両
2
分
と
年
貢
納
め
の
経
費
2
0
0
文
、

そ
れ
に
同
月
の
「
村む

ら

方か
た

諸し
ょ

懸が
か

り
」
が
9
1
2

文
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

年
貢
は
、
夏
・
秋
・
冬
の
3
回
に
分
け
て

納
め
ま
し
た
の
で
、
秋
成
は
秋
分
（
2
回
目
）

の
納
め
に
な
り
ま
す
。
海
辺
新
田
は
、
深
川

に
お
け
る
小
名
木
川
以
南
の
広
い
範
囲
に
及

び
、
ほ
ぼ
町
場
や
武
家
・
寺
社
地
に
な
り
ま

す
が
、
寺
社
地
を
除
く
土
地
は
代
官
支
配

で
、
年
貢
を
納
め
る
村
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
出
の
「
村
方

諸
懸
り
」
や
村
名
主
八
左
衛
門
の
存
在
（
同

2
9
0
・
2
9
1
号
）
は
、
海
辺
大
工
町
が

町
奉
行
支
配
の
町
で
あ
る
一
方
、
海
辺
新
田

と
い
う
村
を
構
成
す
る
一
つ
の
地
域
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

深
川
八
幡
宮
の
祭
礼

8
月
15
日
に
様
々
な
催

も
よ
お
し

物も
の

な
ど
で
賑に

ぎ

わ
っ

た
深
川
八
幡
宮
（
富
岡
八
幡
宮
）
の
祭
礼
。

そ
の
日
を
4
日
後
に
控
え
た
文
化
4
年
8
月

11
日
の
項
に
は
、
祭
の
行
列
に
関
す
る
記

述
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
通

常
、
行
列
は
抱
屋
敷
の
門
前
を
通
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
藩
か
ら
は
海
辺
大
工
町
へ
金

3
0
0
疋ぴ

き

を
下
げ
渡
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
は
蕙
心
院
の
住
居
（
同
2
9
1

号
）
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
屋
敷
の
門
前
を

残
ら
ず
通
る
よ
う
、
町
内
が
取
り
は
か
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
屋
敷
預
り
の
菅
沼
藤

左
衛
門
は
、
通
常
の
下
げ
渡
し
金
と
は
別
に

津
山
藩
（
岡
山
県
津
山
市
に
居
を
置
い
た
藩
）
の
抱
屋
敷
を
取
り
上
げ
、
今
号
で
3
回
目
と

な
り
ま
す
。
以
前
、
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
津
山
郷
土
博
物
館
蔵
の
『
日
記
』
か
ら
、
1

回
目
は
屋
敷
購
入
手
続
き
と
万
年
橋
辻
番
所
に
つ
い
て
（
本
誌
2
9
0
号
）、
2
回
目
は
蕙
心

院
と
屋
敷
増
築
、
将
軍
・
大
納
言
御
成
時
の
「
札
留
」
に
つ
い
て
（
同
2
9
1
号
）
紹
介
し
ま

し
た
。
3
回
目
の
今
号
は
、
抱
屋
敷
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
す
。

海
辺
大
工
町
の
津
山
藩
抱
屋
敷
そ
の
3

う
み

だ
い

ち
ょ
う

つ

や
ま

は
ん
か
か
え

や

し
き

く

べ

区
外
史
料
調
査
拾
い
読
み

本所深川絵図（部分）　国立国会図書館デジタルコレクション
が「上町」と考えられる。 は抱屋敷。 は霊雲院。
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金
2
0
0
疋
を
町
に
下
し
た
い
と
藩
に
申

し
出
て
了
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
御ご

も
ん門

前ぜ
ん
の
こ
ら
ず
つ
う
こ
う
い
た
し

不
残
致
通
行
」
の
「
不の

こ
ら
ず
つ
う
こ
う
い
た
し

残
致
通
行
」
が
門

の
こ
と
か
、
ま
た
は
行
列
の
こ
と
の
い
ず
れ

を
指
す
の
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町

が
蕙
心
院
に
対
し
て
配
慮
し
た
こ
と
だ
け
は

間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
配
慮
は
、
日
頃
か
ら
の
付
き

合
い
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

『
日
記
』
に
は
、
屋
敷
購
入
の
寛か

ん

政せ
い

元
年

（
1
7
8
9
）、
そ
の
12
月
28
日
の
項
に
歳せ

い

暮ぼ

の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
屋
敷
預

り
の
清
水
江
兵
衛
が
藩
の
大
目
付
の
許
可
を

得
て
、
海
辺
大
工
町
の
大お

お

家や

12
人
に
歳
暮
と

し
て
金
5
0
0
疋
を
贈
っ
た
と
い
う
も
の

で
す
。
海
辺
大
工
町
は
抱
屋
敷
の
門
前
に
あ

り
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
毎

年
行
わ
れ
て
き
た
と
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
斎
藤
月げ

っ

岑し
ん

の
『
武ぶ

江こ
う

年ね
ん

表ぴ
ょ
う』
に

よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
祭
は
12
年
ぶ
り
で
、
雨

天
の
た
め
日
程
も
8
月
19
日
に
ず
れ
こ
み
ま

し
た
。
当
日
は
、
産う

ぶ

子こ

の
町
々
よ
り
踊
り
や

練ね
り

物も
の

な
ど
が
出
て
江
戸
や
近き

ん

在ざ
い

（
周
辺
の

村
々
）
の
見
物
人
で
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
群
衆
の
重
さ
で
隅

田
川
に
架
か
る
永
代
橋
が
落ら

っ

橋き
ょ
うし
、
大
勢
の

人
が
亡
く
な
る
と
い
う
大
惨
事
が
起
こ
り
ま

し
た
。
同
書
に
は
そ
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、『
日
記
』
に
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。

井
戸
の
修
復

文
化
9
年
（
1
8
1
2
）
7
月
8
日
、
屋

敷
の
門
前
に
位
置
し
た
、
海
辺
大
工
町
の
家

主
（
大
家
）、
佐
平
治
と
勘
助
が
藩
の
役
人

に
宛
て
て
願
書
を
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

両
人
持
ち
の
井
戸
が
大
破
し
た
た
め
修
復
し

た
い
が
、
多
分
の
費
用
が
か
か
る
た
め
半
分

を
負
担
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

総
費
用
は
金
16
両
1
分
と
銀
14
匁
2
分
で
、

藩
か
ら
は
そ
の
半
分
の
金
8
両
と
銀
14
匁
6

分
の
負
担
を
願
い
あ
げ
て
い
ま
す
。
井
戸
は
、

「
化
粧
ヶ
輪
」
と
「
亀
甲
」
が
い
ず
れ
も
石

製
の
古
井
戸
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
願
書
は
、
御お

屋や

敷し
き

守も
り

兼け
ん

帯た
い

の
鈴
木
四

郎
兵
衛
か
ら
藩
の
大
目
付
に
差
し
出
さ
れ
、

大
目
付
か
ら
は
井
戸
所
有
者
へ
知
ら
せ
る
よ

う
、
四
郎
兵
衛
に
次
の
よ
う
な
趣し

ゅ

旨し

の
通
達

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
井
戸
の
水
は
、
深
川
御
屋
敷
の
御
用

水
で
、
家か

中ち
ゅ
うの

飲
み
水
と
し
て
も
貰も

ら

い
受
け

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
評
議
の
上
、
修
復
費

用
の
半
分
を
下く

だ

し
置お

く
こ
と
に
す
る
。
た
だ

し
、
年
々
井
戸
水
汲
み
の
謝
礼
と
し
て
渡
し

て
き
た
2
0
0
疋
は
修
復
料
を
も
っ
て
以

後（
今
回
）は
下
し
置
か
な
い
。
も
し
、今
後
、

今
回
の
よ
う
な
修
復
が
あ
っ
た
時
は
、
願
い

の
趣
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
時
の
費
用
に
応
じ

て
半
分
を
下
し
置
く
が
、
年
々
の
2
0
0

疋
の
下
げ
渡
し
は
差さ

し

留と

め
と
す
る
。

こ
の
文
章
か
ら
、
抱
屋
敷
の
水
は
海
辺

大
工
町
に
住
む
2
人
持
ち
の
井
戸
か
ら
貰
い

受
け
て
い
た
こ
と
、
そ
の
謝
礼
と
し
て
毎

年
2
0
0
疋
を
下
し
置
い
て
き
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
抱
屋
敷
内
に
井
戸
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
ま
た
貰
い
受
け
て
い
た
井
戸
が

こ
の
一
箇
所
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

す
が
、
少
な
く
と
も
上
水
道
の
な
い
深
川
地

域
の
武
家
屋
敷
が
、
水
確
保
と
い
う
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
町
場
と
の
接
点
を

も
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

先
に
見
た
祭
礼
や
井
戸
水
に
関
す
る
町
か

ら
抱
屋
敷
へ
の
配
慮
、
抱
屋
敷
か
ら
は
大
家

へ
の
歳
暮
や
井
戸
使
用
に
対
す
る
配
慮
と
い

う
具
合
に
、
知
り
得
る
限
り
に
お
い
て
も
、

町
と
抱
屋
敷
は
い
く
つ
か
の
問
題
で
繋つ

な

が
っ

て
お
り
、
相
互
に
依い

存ぞ
ん

し
つ
つ
日
々
を
送
る

関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
深
川
地
域
は
江
戸
時
代
以
降

の
埋
め
立
て
で
成
立
し
た
土
地
で
す
。『
日

記
』
の
寛
政
2
年
（
1
7
9
0
）
8
月
20
日

に
は
、
前
夜
か
ら
大
風
雨
が
続
き
、
深
川
辺

り
に
は
水
が
あ
ふ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
見
分

の
た
め
中な

か

奥お
く

目め

付つ
け

の
近
藤
善
右
衛
門
が
差さ

し

遣つ
か

わ
さ
れ
、
調
査
の
結
果
、
御
殿
の
床
あ
た

り
ま
で
水
が
上
が
り
、
西
隣
に
あ
っ
た
霊れ

い

運う
ん

院い
ん

と
の
境
の
板
囲
い
は
残
ら
ず
倒
れ
た
と
藩

の
大
目
付
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

火
災
な
ど
も
含
め
、
こ
の
よ
う
な
災
害
へ

の
対
応
の
際
も
お
互
い
を
必
要
と
し
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

抱
屋
敷
と
地
域
を
繋つ

な

ぐ

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
抱
屋
敷

と
地
域
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
と
き
、
海
辺

大
工
町
は
屋
敷
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
で
し
た
。
抱
屋
敷
購
入
や
建
物

の
増
築
は
、
土
地
に
関
わ
る
た
め
海
辺
新
田

の
村
名
主
八
左
衛
門
が
同
席
し
ま
し
た
（
同

2
9
0
・
2
9
1
号
）
が
、
祭
礼
の
行
列
や

町
人
所
有
の
井
戸
の
水
汲
み
な
ど
は
町
へ
の

対
応
と
し
て
、
藩
の
屋
敷
預
り
や
御
屋
敷
守

が
対
応
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
町
と
の
接

点
は
日
常
的
な
問
題
で
あ
り
、
町
へ
の
依
存

度
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

抱
屋
敷
が
津
山
藩
に
引
き
渡
さ
れ
た
の

が
寛
政
元
年
（
1
7
8
9
）
8
月
30
日
。
そ

の
6
日
前
の
24
日
に
は
、
山
田
兵
大
夫
が

「
屋

や
し
き
あ
ず
か
り
な
ら
び
に
も
ん
あ
ず
か
り

敷
預
並
門
預
」
に
申
し
付
け
ら
れ
、
屋

敷
受
け
取
り
の
後
、
早そ

う

々そ
う

に
屋
敷
に
移
る
よ

う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
（
同
2
9
0
号
）。
同

役
は
、「
内

な
い
が
い
し
ょ
じ
ひ
き
う
け
に
ゅ
う
ね
ん
に
あ
い
つ
と
む
べ
く
そ
う
ろ
う

外
諸
事
引
請
入
念
可
相
勤
候
」
と

あ
る
よ
う
に
、
抱
屋
敷
の
内
と
外
の
様
々
な

問
題
に
対
応
す
る
職
で
し
た
。
推
測
の
域い

き

を

で
ま
せ
ん
が
、「
早
々
」
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

屋
敷
の
整
備
や
増
築
（
同
2
9
1
号
）
は
も

と
よ
り
、辻
番
所
へ
の
加
入
（
同
2
9
0
号
）

や
井
戸
水
の
確
保
な
ど
、
屋
敷
維
持
の
た
め

の
地
域
（
外そ

と

）
と
の
信
頼
関
係
を
早
く
構
築

し
た
い
と
い
う
藩
の
意い

図と

を
窺う

か
が

う
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）
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中
川
船
番
所
資
料
館
　
特
別
展

渋
沢
栄
一
は
、
明
治
6
年
（
1
8
7
3
）

に
大
蔵
省
を
退
官
し
て
第
一
国
立
銀
行
の
総

監
役
に
就
任
し
、
以
後
近
代
日
本
の
礎
と
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
栄
一
は
明
治
9
年
か
ら
12
年
間
、
深
川

福ふ
く

住ず
み

町ち
ょ
う（

現
・
永
代
2
︱
37
）
に
居
を
構
え

て
お
り
（
本
誌
2
8
9
号
参
照
）、
江
東
区

域
は
栄
一
が
実
業
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
場
所
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

「
揺
籃
の
地
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

栄
一
と
江
東
区
の
近
代
産
業

そ
の
生
涯
で
約
5
0
0
に
及
ぶ
会
社
の

創
立
・
育
成
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
栄
一
で

す
が
、
発
起
人
や
出
資
者
と
し
て
設
立
当
初

か
ら
関
わ
っ
た
会
社
も
あ
れ
ば
、
既
に
起
業

さ
れ
た
会
社
へ
相
談
役
と
し
て
就
任
し
て
指

導
す
る
な
ど
、
そ
の
関
わ
り
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
例
え
ば
、
従
兄
の
渋
沢
喜き

作さ
く

が
明

治
7
年
（
1
8
7
4
）
に
創
業
し
た
渋
沢
商

店
（
廻
米
問
屋
・
生
糸
問
屋
）
に
対
し
て
は
、

助
言
や
資
金
の
援
助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
物
資
の
運

搬
に
便
利
な
川
沿
い
の
土
地
や
広
い
敷
地
を

求
め
て
、
各
社
の
工
場
が
江
東
区
域
へ
移
転

し
て
き
ま
し
た
。
王
子
製
紙
亀
戸
工
場
（
大

正
13
年
〈
1
9
2
4
〉）
や
汽
車
製
造
東
京

製
作
所
（
昭
和
6
年
〈
1
9
3
1
〉）
な
ど

の
製
造
業
の
ほ
か
、
電
気
、
ガ
ス
、
印
刷
業

な
ど
で
も
、
本
社
の
設
立
に
栄
一
が
関
わ
っ

た
会
社
の
工
場
が
多
数
進
出
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
旭

あ
さ
ひ

焼や
き

組
合
（
陶
磁
器
製
造
）
は

解
散
し
て
お
り
、
栄
一
の
関
わ
っ
た
す
べ
て

の
事
業
が
成
功
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

実
業
家
栄
一
と
ゆ
か
り
の
人
々

栄
一
が
実
業
界
に
身
を
投
じ
た
理
由
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
実
業
界
に
お
け
る
人
材
不
足

を
痛
感
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本

の
近
代
化
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
見
込
み
の
あ
る
人
物

に
対
し
て
、
栄
一
は
援
助
を
惜
し
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
浅あ

さ

野の

総そ
う

一い
ち

郎ろ
う

は
、
栄
一
の
紹
介
で

工
部
省
の
深
川
工
作
分
局
セ
メ
ン
ト
工
場
の

払
い
下
げ
を
受
け
、
明
治
17
年
（
1
8
8
4
）

渋
沢
栄
一
と
江
東

〜
実
業
家
栄
一 

揺ハ
ジ
籃マ

リ
の
地
〜

会
期　
10
月
28
日
㈬
〜

２
０
２
１
年
２
月
14
日
㈰

に
栄
一
ら
と
の
出
資
に
よ
り
匿と

く

名め
い

組
合
浅
野

工
場
を
設
立
し
、
セ
メ
ン
ト
事
業
を
成
功
さ

せ
ま
し
た
（
現
・
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会

社
）。
そ
の
後
も
、
札
幌
麦
酒
会
社
（
現
・

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
）
や
浅
野
回か

い

漕そ
う

店（
現
・
日
本
郵
船
株
式
会
社
）の
開
業
な
ど
、

多
く
の
事
業
で
栄
一
と
協
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西に

し

村む
ら

勝か
つ

三ぞ
う

は
栄
一
の
援
助
に
よ
っ

て
伊い

勢せ

勝か
つ

白し
ろ

煉れ
ん

瓦が

製
造
所
を
設
立
し
、
事
業

を
成
功
に
導
き
ま
し
た
（
現
・
品
川
リ
フ
ラ

ク
ト
リ
ー
ズ
株
式
会
社
）。
西
村
が
経
営
し

て
い
た
製
革
製
靴
事
業
が
不
振
に
な
っ
た
際

は
、
栄
一
が
債
権
者
と
の
間
を
取
り
な
し
て

倒
産
を
免
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
鈴す

ず

木き

藤と
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

は
栄
一
か
ら
協
力
を
断
ら
れ
ま
し
た
が
、

砂
村
で
精
製
糖
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、
明
治

39
年
（
1
9
0
6
）、
栄
一
が
関
わ
っ
た
会

社
と
合
併
し
て
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

製せ
い

糖と
う

株
式
会
社
（
現
・

大
日
本
明
治
製
糖
株
式
会
社
）
が
誕
生
し
ま

し
た
。

栄
一
と
深
川

明
治
21
年
（
1
8
8
8
）
に
栄
一
は
日

本
橋
区
兜
町
へ
転
居
し
ま
す
が
、
深
川
と
の

縁
は
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
年
に
は
深
川

区
会
議
員
に
当
選
し
、
区
会
議
長
を
務
め
た

ほ
か
、
深
川
区
教
育
会
会
長
に
も
就
任
し
ま

し
た
（
同
2
8
8
号
参
照
）。
転
居
後
も
深

川
福
住
町
の
住
宅
に
栄
一
の
表
札
が
出
し
て

あ
っ
た
と
孫
の
敬け

い

三ぞ
う

は
記
し
、
晩
年
ま
で
本

籍
地
を
深
川
福
住
町
と
す
る
な
ど
、
栄
一
は

深
川
に
対
し
て
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度

江
東
区
伝
統
工
芸
展
の

日
程
変
更
に
つ
い
て

毎
年
、
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す「
江
東
区
伝
統
工
芸
展
」は
、

例
年
10
月
下
旬
に
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
３
年
度
で
は
、
会
場
の
都
合

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
日
程
を
変
更
し

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
期
：
５
月
27
日（
木
）
～
30
日（
日
）

会
場
は
、
深
川
江
戸
資
料
館
地
階
レ

ク
ホ
ー
ル
で
す（
白
河
１
︱
３
︱
28
）。

な
お
、
詳
細
は
本
誌
次
号
な
ら
び
に
区

報
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

渋沢栄一肖像（渋沢史料館所蔵）

浅野セメント合資会社（渋沢史料館所蔵）


